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プ ロ グ ラ ム 

 

 

13:00  挨   拶  谷口文章氏（甲南大学環境総合研究所 所長） 

 

13:10  環境啓発シンポジウム（シンポジスト：１件発表時間６分，コメント１分） 

     コーディネーター：谷口文章 氏（文学部 教授） 

     シンポジスト：学生部  堂本郁美 氏  

            「あいさつとコミュニケーション－甲南大学生としてのマナー－」 

 

            管財部  内山浩志 氏 

            「管財部の役割について」 

 

           ㈱甲南学園サービスセンター（清掃業者・守衛室） 米田祐大氏 

            「コミュニケーションを通じて環境マナーを考える」 

           

           ㈱対馬造園店（造園業者） 戸田 健 氏 

            「学内に植生している珍しい樹木」 

      

           甲南大学生活協同組合 総務部 長谷川真一郎 氏 

            「豊かなキャンパスライフを一緒につくりましょう！」 

      

           哲学思想基礎論受講生 

           グループＡ：木村早希氏・陣崎友貴氏・中原明紀氏・増田明佳氏・横田玲奈氏・ 

                 吉野愛実氏・和田翔子氏 

           グループＢ：乾美乃里氏・乙丸知佳子氏・鎌谷祈氏・清水優子氏・鈴木沙織氏・ 

                 西潟知子氏・山本彩佳氏 

 

           谷口ゼミナール  4回生 中村尚樹・野島裕志 

「谷口ゼミにおけるフィールドワーク」 

 

 

14:10   ディスカッション・総括   司会：谷口文章 氏 

 

14:30  閉   会      

 

 

 

≪本件に関する連絡先≫ 

甲南大学 文学部 谷口文章研究室（内線：5709） 

谷口研究室URL：http://www.nk.rim.or.jp/~fumiaki/ 

★URL http://kankyo-institute.lit.konan-u.ac.jp/~taniguchi/jp/5archives.htmlより、過去のプログラムをご覧いただけます。 

http://www.nk.rim.or.jp/~fumiaki/
http://kankyo-institute.lit.konan-u.ac.jp/~taniguchi/jp/5archives.html
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巻 頭 言 

第 10 回環境啓発シンポジウム「豊かなキャンパスライフの創造 

－あいさつとコミュニケーション－」の開催にあたって 

 

谷 口 文 章 

甲南大学文学部教授 

甲南大学環境総合研究所長 

 

甲南大学では、2001年度から2009年度まで年に一度、「環境啓発シンポジウム」を実施してきました（2001年度

～07年度：スチューデント・アクション・プロジェクトの活動の一環として開催）。 

本シンポジウムでは、学内外の部署とのパートナーシップのもとに、学生参加型のシンポジウムを展開し、より

良いキャンパス環境を作っていくための意識改革を目指しています。そして、学生たちが自分たちのキャンパス

ライフを見つめなおすきっかけとして、有意義なシンポジウムとして継続して開催されてきました。 

 これまでに、下記のテーマのもとで議論を深め、キャンパスの環境と学内の環境意識の向上に貢

献してきました。 

第一回「循環型コミュニティの創造とパートナーシップ－甲南大学におけるゴミの４分別化をめぐって－」（2001年） 

第二回「持続可能な循環型コミュニティの創造－ゴミの４分別化･緑化･施設の利用マナーをめぐって－」（2002年） 

第三回「持続可能な循環型コミュニティの創造－甲南大学における環境とマナーをめぐって－」（2003年） 

第四回「環境創造活動と環境教育の推進－省エネルギー・省資源の推進とともに物を大切にするこころ－」（2004年） 

第五回「持続可能な循環型社会の創造－省エネルギー・学生のマナー・環境創造活動の視点から－」（2005年） 

第六回「持続可能な循環型社会の創造－甲南人の環境意識の向上を通じて－」（2006年） 

第七回「持続可能な循環型キャンパスの創造」－快適なキャンパスと省資源・省エネルギー－（2007年） 

第八回「キャンパスライフと環境マナー」（2008年） 

第九回「キャンパス環境の向上を目指して－学生生活と環境マナーをめぐって－」（2009年） 

 

今回で「環境啓発シンポジウム」は 10回目を迎えました。これまでの 10年間の積み重ねを踏まえ

た上で、今年度は、「あいさつとコミュニケーション」というテーマでシンポジウムを行ないます。大学

生活の主役である学生の皆さんが、あいさつとコミュニケーションを通じて、大学を普段から支えてく

れている職員の方々の思いに改めて気づき、学生生活の向上のために環境マナーを高めていくこ

とを目的としています 

 今回の催しにあたりましては、大学学生部・財務部管財課・大学生活協同組合・清掃業者・守衛室・対馬造園店など

諸機関の皆さまに御協力と御参加を賜りました。心より御礼を申し上げる次第です。 

 

 

 最後に、悲しいお知らせがあります。これまでの 10年間、ずっとこのシンポジウムで講演していた

だいてきた守衛室の松原 勤氏がご逝去されました。ご生前のご厚情に深く感謝するとともに、故人

のご功績を偲び、謹んで哀悼の意を表します。 
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発表者 内山浩志 
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 笹部桜 （ササベザクラ） 

      （カスミザクラ＋オオシマザクラ）の交配種     

 

水上勉氏の小説「櫻守」のモデル笹部新

太郎氏の名前をとって ササベザクラと

名付けられました。生涯をサクラに捧げ

た故、笹部新太郎氏の邸宅跡が現 岡本

南公園です。 

 この大学に植わっているササベザクラ

は震災後１．３号館が竣工した平成９年

３月に岡本桜守会からいただいて１号館、

２号館、３号館に植栽しました。 

 最近では 学習院大学 対抗戦 ５０

周年記念の記念樹として運動場北東側に

植樹しました。 
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 源平枝垂れ桃（ゲンペイシダレモモ） 

 同じ木に白と赤の花が咲くのを源氏の

旗が白平家の旗が赤だったことに由来し

ています。それだけでなく同じ一つの花

が紅白の花びらで出来ているものもあり

ます。 

 植栽先 ３号館玄関東     

     ５号館スロープ北角    

     運動場北 ビオトープ    

     17 号館玄関北     

 

      ヒマラヤザクラ 

日本のサクラの原種と言われていま

す。ネパール地方からブータン、ミャ

ンマー中国の雲南地方まで分布する 

野生種の一つです。日本では 11 月下

旬から 12 月下旬にかけて咲きます。

大気汚染の原因となる NO2（窒素化合

物）の吸収力がソメイヨシノの３～５倍との研究結果もあり環境浄化木として注目さ

れています。 

植栽先  特高北、５号館西側 

運動場東 藤棚横  
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花散里 （ハナチルサト） メイプルレインボー 

 

 春に花里のような幻想的な風景を織りな

すトウカエデの改良品種 

     春 ピンク～白～黄～黄緑   

     夏 緑      

     秋 黄橙～赤橙     

 季節の移ろいとともに葉の色が七色に変

わるのでメイプルレインボーと呼ばれてい

ます。 

植栽先 ３号館南東角    

 平成２０年３月に 経営学会の記念樹として植栽しました。 
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このカンツバキは「原色牧野植物大図鑑」で有名な理学博士牧野富太郎先生が学

名を付けられるきっかけとなった原木です。昭和の初め頃、牧野先生が、ここ平生

邸（平生記念館）を訪れた際、このカンツバキに目をとめられまだ学名がついてい

ないことからその時庭を案内されていた木村（旧姓平生）富士さんの名をとり

Camellia sasanqua cv.  Fujikoana と命名されました。
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谷口ゼミ生その他 
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